原敬記念館活用メニュー
≪来館見学編≫


　

　

　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人の創作活動にも積極的にご活用く　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ださい。市民参加型作品展示ｽﾍﾟｰｽ
「ギャラリー逸山」で作品展示できます。








































主たる目的は、（総合学習などの調査・見学学習）です。





≪見学の種類≫


①自由見学…子どもたちが自由に見学


②展示室解説…ピンポイントでの職員解説付


③全体講座…見学前に職員が全体的おおまかに解説


④庭園・建物解説…原敬が生まれた場所に記念館を設置。庭園を巡りながら生家や移築した倉と書斎を解説。(主に晴天時)





主たる目的は、(図画工作などの芸術活動)です。





見学例


はじめの挨拶→全体講座や庭園・建物解説→芸術活動→終わりの挨拶





興味を持ってもらえるような工夫は…。


・《見学の種類》を組合わせて対応できます。


・庭園の四季折々の写真を用意しています。


・敷地の広さが自慢です。(160人程の人数でも、ゆとりをもって芸術活動できます。





興味を持ってもらえるような工夫は…。


・《見学の種類》を組合わせて対応できます。


・見学時間が長いグループ向けに「館内編」「お庭編」の問題用紙を用意しています。


・来館人数によっては原敬生家内の解説付き見学も対応します。





見学例


はじめの挨拶→全体講座→疑問探しや自由見学。並行して展示室解説→集合→質疑応答→終わりの挨拶














対象年齢や学年は、(○○歳もしくは◆○学年)です。

















来館にあたり…。


・「入館申込書」(原敬記念館HPからダウンロードできます)を提出下さい。申込書収受後、担当者から来館時の具体的な打合せの連絡をさせていただきます。


・可能であれば、事前の下見にいらして下さい。（入館料は免除です）


・上記メニュー以外にも柔軟に対応させていただきます。








